
王蒙の『硬いお粥（‘坚硬的稀粥’）』
――翻訳とその解説（その①）――

村 松 恵 子 張 静 萱

１．王蒙と『硬いお粥（‘坚硬的稀粥’）』

王蒙は 1934 年に北京で生まれた，現代中国

文学界を代表する作家である。『硬いお粥（‘坚

硬的稀粥’）』は 1989 年に中国作家協会出版の

《中国作家》（第二期）に発表された，王蒙 55

歳の時の短編小説であり，またこの小説は同年

に《小説月報》に転載され，「第四回小説月報百

花奨」を受賞した。

1989 年という年は，中国が「改革・開放」政

策を導入してから，ちょうど 10 年目にあたる

年である。中国はこの 10 年間に，いわゆる「近

代化」が猛スピードで進展していったが，中国

の伝統的な文化はそう簡単に変わるものではな

い。王蒙はそれをモチーフとして，この小説を

ユーモラスなタッチで描いている。

発表当時この小説は中国国内で人気を博した

が，その一方で，読者の間で登場人物と当時の

政治家（鄧小平等）とが重ね合わせて読まれ，

その結果，中国政府によって一時再販が禁止さ

れた。当然のことながら王蒙はそのことを全面

的に否定したが，この小説はこのような点から

も当時非常に物議を醸した話題作であった。

また 1989 年は，北京で「民主化」を要求する

学生と，それを阻止する中国共産党政府とがぶ

つかった，第二次天安門事件の起こった年でも

あるが，この短編小説が発表されたのは，この

事件の直前であった。

２．『硬いお粥（‘坚硬的稀粥’）』の意味

『硬いお粥（“坚硬的稀粥”）』は短編小説では

あるが，修辞学的に見て，レトリックの宝庫と

言える作品である。その内容については，先に

述べた通り，作品発表当時いろいろな議論が

あったが，そのレトリックの手法のレベルの高

さから言えば，そのような議論はナンセンスと

言っても過言ではない。

修辞学的観点から言えば，まずこの小説のタ

イトル自身が直喩と隠喩という修辞法によって

命名されている。原題に用いられている‘稀粥

（おかゆ）’は中国の伝統的朝食であり，中国人

にとっては健康の源である。そして中国文化を

代表するものの一つでもある。「文化」とはそ

もそも抽象的なものであり，実体のつかみにく

いものであるが，ここでは，中国の伝統的朝食

である‘稀粥（おかゆ）’という具象物が，隠喩

（類似点を見つける）というレトリックの手法

によって，「中国の伝統文化」の象徴として表現

されている。また‘坚硬’という形容詞は通常，

石の硬さを表現する場合に用いられ，「石のよ

うに硬くて，そう簡単には崩れない」というこ

とを意味しており，それは決してお粥の出来上

がりの固さや柔らかさについて形容するときに

用いられるものではない。つまり『硬いお粥

（‘坚硬的稀粥’）』とは「石のように硬くて決し

て簡単には崩れない中国の伝統文化」という意

味を表している。そして‘坚硬’はここでは直

喩（類似点を明示する）というレトリックの手

法によって表現されている形容詞なのである。

295名城論叢 2013 年３月



「中国の伝統文化」＝

「硬い（‘坚硬’）」＋「お粥（‘稀粥’）」

直喩 隠喩

このように，この短編小説は原題そのものに

これだけの深い意味が込められた作品なのであ

る。

３．『硬いお粥（‘坚硬的稀粥’）』を選んだ

理由

『硬いお粥（‘坚硬的稀粥’）』は，四世代が同

居している北京の架空の家族を舞台として，80

年代後半の大都市の市民を描いた作品である。

その家族は中国の伝統的なインテリ一家の典型

として描かれており，「わたし（‘我’）」の視点

から見た出来事が時系列順に進んでいく。小説

としての構成は極めて単純で基本的であり，奇

をてらったものは何もないが，短編小説であり

ながら，中国の伝統的文化と高度なレトリック

が読み取れる，極めてすぐれた作品である。そ

れを単に日本語に置き換えるだけでは中国小説

のすばらしさを伝えることができないと考え，

日本語表現の他に必要に応じて解説を試みた。

４．翻訳と解説の構成

まず「本文」をひとまとまりごとに載せ，次

にその部分の「日本語表現」が載せてある。そ

してさらに「解説と鑑賞」では，「本文」の中に

記した下線部の順に解説を書き加えた。

解説の内容は，中国の歴史，文化，社会，さ

らに中国語の表現，四字成語，レトリックとい

う観点から，本文をより深く鑑賞する手助けと

なる内容を記述している。

中国の小説は中国の歴史，文化，社会に対す

る理解なしでは鑑賞できない。さらに中国語に

対する深い理解も必要である。単に語彙の意味

と言うことではなく，文法的理解の他に，四字

成語に対する理解も必要とされる。中国語は，

中国という地域の三千年余りの歴史の中で形成

されてきた四字成語が，現代語の中にも脈々と

引き継がれている言語なのである。従って，本

小説においても四字成語が多用されている。ま

た，レトリックに対する理解も重要である。レ

トリックは文章の意味を深めるだけでなく，文

章をリズミカルにする働きがある。

これらは中国語を単に日本語に置き換えただ

けでは表現しきれない。

以下で，王蒙の『硬いお粥（‘坚硬的稀粥’）』

の翻訳とその解説を試みる。

なお，本稿における『坚硬的稀粥』の原文は，

北京の「华艺出版社」より 1993 年に出版された

『王蒙文集（第四巻）』に編集されているものに

依拠する。

本文⑴

①我们家的正式成员包括爷爷、奶奶、父亲、

母亲、叔叔、婶婶、我、妻子、堂妹、妹夫、和

我那个最可爱的瘦高挑儿子。②他们的年龄分别

是八十八岁、八十四岁、六十三岁、六十四岁、

六十一岁、五十七岁、四十岁、四十岁……十六

岁。③梯形结构合乎理想。④另外，我们有一位

比正式成员还要正式的不可须臾离之的非正式成

员――俾純。⑤她今年五十九岁，在我们家操持

家务已经四十年，她离不开我们，我们离不开她，

而且，她是我们大家的“姐”，从爷爷到我儿子，在

徐姐面前天赋人权，自然平等，一律称她为“姐”。

⑥我们一直生活得很平稳，很团结。⑦包括是

否认为今夏天气过热，喝茶是喝八块钱一两的龙

井还是四毛钱一两的青茶，用香皂是用白兰还是

紫罗兰还是金盾，大家一律听爷爷的。⑧从来

没有过意见分歧，没有过论证争鸣相持不下，

没有过纵横捭阖，明争暗斗。⑨连头发我们也是

留的一个式样，当然各分男女。
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日本語表現⑴

①我が家の正式な構成メンバーにはおじい

ちゃん，おばあちゃん，父，母，叔父，叔母，

私，妻，従妹，その夫，それに私のあの一番可

愛いひょろりとりた息子が含まれている。②そ

れぞれの年齢は 88 歳，84 歳，63 歳，64 歳，61

歳，57 歳，40 歳，40 歳……16 歳である。③台

形型で理想的だ。④この他に，正式な構成メン

バーよりももっと正式な，ちょっとの間も離れ

ることのできない非正式メンバーである徐ねえ

さんがいる。⑤彼女は今年 59 歳で，我が家の

家事をもう 40 年間も切り盛りしており，彼女

は私たちから離れられないし，私たちも彼女か

ら離れられない。さらに彼女は我々みんなの

「ねえさん」であり，おじいちゃんから息子ま

で，彼女の前では，我々の人権は神様が分かち

与えたものであって，おのずからみな平等であ

り，みな一様に彼女のことを「ねえさん」と呼

ぶ。

⑥私たちはずっと平穏に，団結して生活して

きた。⑦今年の夏は暑すぎるから，お茶は 50

グラム 8 元の龍井茶にするか，それとも 50 グ

ラム 4角のウーロン茶にするか，化粧石鹸は白

蘭にするか紫羅蘭にするか，それとも金盾にす

るか，というようなことなども含めて，みんな

は一様におじいちゃんの言う通りにするのだっ

た。⑧これまで意見が食い違うことはなかった

し，意見が対立しても互いに譲りあわなかった

ことはなかったし，合従連衡を画策したり，明

に暗に闘争することもなかった。⑨髪型でさえ

も我々は同じスタイルだった。当然男女では

違っていたが。

解説と鑑賞⑴

☆第 1 パラグラフでは，まず家族の構成メン

バーが紹介されている。

①-1：12 人の家族の構成メンバー

�‘爷爷’＝おじいちゃん：父方の祖父

（88 歳）

�‘奶奶’＝おばあちゃん：父方の祖母

（84 歳）

�‘父亲’＝父親 （63 歳）

�‘母亲’＝母親 （64 歳）

�‘叔叔’＝叔父：父親の弟 （61 際）

�‘婶婶’＝叔母：父親の弟の妻 （57 歳）

	‘我’ ＝私 （40 歳）


‘妻子’＝私の妻 （40 歳）

�‘堂妹’＝従妹：父親の弟の娘

�‘妹夫’＝従妹の夫


‘儿子’＝私の息子 （17 歳）

�‘徐姐’＝メイド （59 歳）
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この家族は四世代が同居している大家族（こ

れを中国語では‘四世同堂’と言う）で，かつ

ての中国では理想的な家族構成と認識されてい

た。しかし現在では，都市部においてだけでな

く，農村地帯においてもこのような家族構成は

少なくなっており，核家族化が進んでいる。都

市部においても農村部においても完全に核家族

化したわけではないが，この大家族のように，

叔父，叔母や，その子ども夫婦（従妹夫婦）と

同居するなどということは，この小説の舞台と

なっている 80 年代であっても見ることの少な

い伝統的な家族構成なのである。作者は中国の

この伝統的家族構成である‘四世同堂’を敢え

てこの小説の舞台設定として選んでいる。

①-2：‘爷爷、奶奶’

‘爷爷，奶奶’という表現は，日本語で表現す

れば父方の「おじいちゃん，おばあちゃん」で

あり，呼びかけ語にも用いる。母方の「おじい

ちゃん，おばあちゃんは」それぞれ‘老爷，姥

姥’というように，呼び方が変わる。日本語の

「祖父，祖母」に当たる表現は，父方では‘祖

父，祖母’，母方では‘外祖父，外祖母’である。

この小説では，両親に対しては‘父亲（＝父親），

母亲（＝母親）’という表現と，‘爸爸（＝おと

うさん），妈妈（＝おかあさん）’という表現の

両方が用いられているが，祖父と祖母に対して

は一貫して‘爷爷，奶奶’を用いている。

①-3：‘儿子’

このパラグラフでは「私の息子（‘儿子’）」に

対してだけ，その具体的風貌を表現している。

‘我那个最可爱的瘦高挑儿子（私の一番可愛い

ひょろりとした息子）’がそれである。息子の

風貌はこの時代のインテリの若者達の典型であ

り，この典型的若者の動向が，この時代の流れ

と，変わらない中国の伝統文化を表現している。

③（文化）：‘梯形结构 合乎理想（台形型で理

想的）’

‘梯形结构（台形型）’には安定感が感じられ

る。このことから中国では伝統的に四世代同居

の家族構成だけでなく，社会構成においても，

組織の構成においても，台形という形は理想的

であると考えられてきた。

④-1（表現）：‘一位’という表現

‘有’という動詞の後の‘一位’という表現の

‘位’は，人間の数を丁寧に数える時に使う類

別詞である。通常，人間の数は‘个（箇）’とい

う類別詞を用いて表すが，ここでは‘徐姐（徐

ねえさん）’に対して‘位’と表現していること

から，この家族が‘徐姐（徐ねえさん）’に対し

て敬意を払っていることが読み取れる。

このように中国語は，語彙によって相手に対

する敬意や尊敬を表現する。

④-2（表現）：‘不可须臾离’について

この‘不可须臾离’は，中国の戦国時代の思

想書である『礼記』の中の一編であった「中庸」

に見られる表現である。「中庸」には‘道也者不

可須臾離也（＝道なるものは須臾も離れるべか

らず）’とある。

⑤-1（表現）：‘她离不开我们，我们离不开她’

について

中国語の可能を表す表現には，可能補語を用

いたものと助動詞を用いたものがある。ここで

は‘离不开’という可能補語を用いて，「離れら

れない」という意味を表している。

では可能補語の‘离不开’という表現と，可

能の助動詞‘能／不能’を用いた‘不能离开’

という表現では，どのような意味の違いがある

のか，両者を比較してみることにする。

まず，可能の助動詞を用いた‘我们不能离开

她’という表現は，例えば，彼女は重病で，一
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人にしておくことはできないというように，客

観的に納得できる理由や条件によって「我々は

彼女から離れるということができない」という

ことを表している。

一方，可能補語を用いた‘我们离不开她’と

いう表現は，客観的な理由や条件ではなく，例

えば，本文の場合には，‘我们’と‘她’がお互

いに家族以上の精神的つながりがあって，すで

に切っても切れない関係にあるという特殊な状

況があり，そのために「離れようと思っても離

れられない」ということが意味されている。こ

のように，可能補語を用いた場合は，主体の属

性や習性，あるいは恒常的な状態などについて

の可能を意味している。

⑤-2（社会）：‘姐’について

‘姐’というのは，本来，同世代の自分より年

上の女性に対する尊敬や親しみを表し，苗字の

後ろにつけて，‘张姐’とか‘王姐’などのよう

に呼ぶ。あるいは‘大姐（おばさん）’なども同

類の呼び方である。ここでは世代を問わず，家

族全員が‘徐姐（徐ねえさん）’と呼んでおり，

この呼び方から，この家族が彼女に敬意を払い，

この家族にとって彼女が非常に大きな存在であ

ることがわかる。③で，彼女に対して‘位’と

いう敬意を表す類別詞を用いていることとも呼

応している。

⑤-3（社会）：‘徐姐（徐ねえさん）’は‘保姆（お

手伝いさん）’

40 年間この家の家事を切り盛りしている 59

歳の‘徐姐（徐ねえさん）’は，いわゆる‘保姆

（お手伝いさん）’である。解放以前（中華人民

共和国建国の 1949 年以前）は都会や高官の家

庭では‘保姆’がいるのは普通だったが，新中

国建国後はそのような状況は無くなった。1976

年に文化大革命が終結し，その後 1978 年に市

場経済が導入されたが，80 年代は中国全体がま

だ経済復興期にあたり，それほど各家庭の経済

格差はなく，80 年代に‘保姆’がいるというの

は珍しいことであった。ちなみに，90 年代以降

は中国全体が経済的に豊かになり，特に都市部

では特別に裕福な家庭でなくても，農村部から

出稼ぎに来ている「お手伝いさん」がいる状況

は珍しくなくなった。その人達は一般に‘阿姨

（āyí）’と呼ばれている。

⑤-4（歴史と社会）：‘天赋人权’という四字句

‘天赋人权（天賦人権）’とは，すべて人間が

生まれながらにしてもっている権利という意味

である。フランスのジャン＝ジャック・ルソー

などの 18 世紀の啓蒙思想家によって，「人は生

まれながらにして自由・平等であり幸福を追求

する権利を持つ」と主張された「天賦人権論」

が意識されている。

☆第 2パラグラフでは，80 年代に入って西洋文

化が雪崩れ込んでくる以前の，この家族のこ

れまでの基本的な生活の姿勢が描かれてい

る。

⑦-1（文化）：お茶について

本文では‘龙井’（龍井）’と‘青茶’が出て

きている。中国茶の分類について説明すると，

中国茶は製法の違いによって 6種類に分けられ

る。その 6種類とは緑茶，紅茶，青茶，黄茶，

白茶，黒茶で，製法の違いによってそれぞれ醗

酵（カテキン類の酸化）に差がでる。緑茶は非

発酵茶で，醗酵させないように作り，それ以外

はすべて醗酵茶で，紅茶は全醗酵茶，青茶は半

醗酵茶，白茶は弱発酵茶，黄茶は弱醗酵に後発

酵工程が加わったお茶，黒茶は後発酵茶である。

本文の‘龙井’（龍井）’とは「龍井茶」のこ

とで，これは緑茶の中の最高級のものとされて

おり，浙江省杭州の西湖周辺がその産地で，他

の緑茶より複雑な手法で作られている。ただ
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し，高級といっても，日本の緑茶はそのほとん

どが生葉に蒸気を通して作る「蒸す緑茶」であ

るのに対して，中国の緑茶は「釜炒り茶」なの

で，日本人の口に合うかどうかは別の問題であ

る。

もう 1つ，本文に出ている‘青茶’というの

は，日本では「ウーロン茶（‘烏龍茶’）」として

有名であり，主に福建省と広東省が原産地で，

さらに福建省から台湾に伝わった。

ちなみに日本では中国茶としてはウーロン茶

が最も有名だが，中国では，ウーロン茶という

名は知っていても飲んだことのない人はたくさ

んいる。ウーロン茶は中国において中国茶の全

生産量のうち 10％に満たず，また南方の一部地

域で好んで飲まれているローカルな存在で，中

国でのお茶の主流はやはり緑茶である。また，

日本の中華料理店でよく出されるジャスミン

ティー（‘茉莉花茶’）は，緑茶にジャスミンの

花を混ぜて香り付けしたもので，このようにい

ろいろな花で香り付けしたお茶は他にもたくさ

んあり，それらを総称して‘花茶’と言う。

本文の「50 グラム 8 元の龍井（‘八块钱一两

的龙井’）」は「50 グラム 4角の青茶（‘四毛钱一

两的青茶’）」の 20 倍の値段で，この家族が飲む

お茶の種類も，そして高級なお茶か普通のお茶

かということも，この家庭ではおじいちゃんが

決めているということである。

⑦-2（社会）：中国のお金の単位

中国では伝統的に話し言葉と書き言葉を厳格

に区別してきた。お金の単位にもそれが現れて

おり，さらに桁が変ると名称が変わる。

書き言葉 ： 元 → 角 → 分

話し言葉 ： 块 → 毛 → 分

この小説の書かれた 1980 年代後半は，1元は

日本円で換算すると 110 円程度（2012 年現在の

レートでは 1元は 14 円程度）である。また，1

元の 10 分の 1が 1角，さらにその 10 分の 1が

1分である。

⑧（修辞）：‘排比’

この家族がこれまで争うことなく平穏に過ご

してきた様子を，‘没有过（したことがない）’

という表現形式を 3回繰り返すという手法で描

写している。同じ形式を 3回以上繰り返すレト

リックの手法を‘排比（繰り返し）’という。

さらにここでは‘没有过’に続く内容はすべ

て四音節（漢字四文字）で表現されており，そ

の構成は以下の通りである。

从来 � 没有过 意见分歧，

� 没有过 论证争鸣 相持不下，

� 没有过 纵横捭阖，明争暗斗。

ここで用いられている５つの四音節語のう

ち，�の‘论证争鸣（論証争鳴）’と�の‘纵横

捭阖（縦横捭闔），‘明争暗斗（明争暗闘）’は，

通常は家庭内の状況を描写するのに用いられる

ものではなく，政治的あるいは社会的対立につ

いて描写する表現である。

�の‘论证争鸣’は，学術上の異なる意見を

自由に論証していくことを表現している。この

表現は 1956 年に毛沢東が提唱した「百花斉放，

百家争鳴」が意識されている。毛沢東のこの提

唱により，多くの知識人や学生たちが中国共産

党の独裁化に反対する意見を表明した。しかし

その結果，1957 年後半からは共産党を批判した

多くの者が「右派」として徹底的に弾圧された。

いわゆる「反右派闘争」と叫ばれるものである。

「百花斉放」は，いろいろな花が同時に咲くこ

とを表現している四字成語で，形式や風格の異

なるさまざまな芸術作品が自由に発展すること

を喩えている。

また「百家争鳴」は，学術上異なる学派が自

由に論争することを表現している四字成語であ

り，『漢書』（前漢の高祖から平帝まで 12 代 299

年間の歴史を記述した正史）にその記述が見ら
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れる。

本文の‘论证争鸣’は作者が以上のことを踏

まえて造語したものである。

�の‘纵横捭阖’は四字成語である。‘纵横（縦

横）’は合従と連衡のことで，戦国時代に蘇秦が

韓・魏・趙・燕・楚・斉の六国に説いて縦に連

合して秦に対抗した政策が合従，張儀が韓・魏・

趙・燕・楚・斉の六国にそれぞれ単独に秦と同

盟条約を結ばせようとした政策が連衡である。

また‘捭’は「開く」，‘阖（闔）’は「閉じる」

という意味で，‘纵横捭阖’とは政治や外交上で

合従や連衡を画策することを意味している。

また‘明争暗斗’も四字成語で，明に暗に闘

争を繰り広げることを表現している。魯迅の

『南腔北调集』の中に収められている「『守常全

集』题记」に以下のような文章が見られる。

‘新青年的同人中，雖然也很有喜歓明争暗鬦，

扶植自己勢力的人，但他一直到后来，絶對的不

是。（新青年の同人の中には，明に暗に争い，己

の勢力を拡大しようとするものがいるが，彼（守

常）は一貫して決してそのような人間ではな

かった。）’

そして�，�，�は同じ表現形式を繰り返し

ながら，�→�→�と進むにつれて，そこで用

いられている四字句の表す意味はだんだんと激

しさを増していく。このように意味内容の激し

さをだんだん増していく繰り返しの手法は特に

‘层递（漸増法）’と呼ばれている。

本文⑵

①几十年来，我们每天早晨六点十分起床，六

点三十五分，徐姐给我们准备好了早餐：烤馒头

片、大米稀饭、腌大头菜。②七点十分，各自出

发上班上学。③爷爷退休以后，也要在这个时间

出去到街道委员会值勤。④中午十二时，回来，

吃徐姐准备好的炸酱面，小憩一会儿，中午一时

三十分，再次各自出发上班上学。⑤爷爷则午睡

至三时半，起来再次洗脸漱口，坐在躺椅上喝茶

读报。⑥到五点左右，爷爷奶奶与徐姐研究当晚

的饭。⑦研究是每天都要研究的，而且不论爷爷、

奶奶还是徐姐，对这一课题兴致勃勃。⑧但得出

的结论大致不差：⑨今晚上么，就吃米饭吧。菜

吗，一荤、一半荤半素、两素吧。汤呢，就不做

了吧。就做一回吧。⑩研究完了，徐姐进厨房，

劈哩啪啦响上三十分钟以后，总要再走出来，再

问爷爷奶奶：“瞧我糊涂的，我忘了问您老二位了，

咱们那个半荤半素的菜，是切肉片还是肉丝呢？”

⑪这个这个，这确实是一个重大的问题。⑫爷爷

和奶奶互瞟了一眼，做了个眼色，然后说：“就吃

肉片吧。”或者说：“就吃肉丝吧。”⑬然后，意图

得到了完满的贯彻。

日本語表現⑵

①数十年来，私たちは毎朝 6時 10 分に起き，

6 時 35 分までに徐ねえさんが朝食の準備をし

てくれる。饅頭のスライス焼き，お粥，キャベ

ツの漬物だ。② 7 時 10 分に，それぞれ仕事や

学校に出かける。③おじいちゃんは退職後も，

この時間に街道委員会に出かけて当番の勤務を

する。④お昼の 12 時になるとみな家に帰って

きて，徐ねえさんの用意したジャージャー麺を

食べ，少し休憩して，午後 1時 30 分にはまたそ

れぞれ仕事や学校に出かける。⑤おじいちゃん

はと言うと午後 3時半まで昼寝をし，起きた後

もう一度顔を洗ってうがいし，寝椅子に座って

お茶を飲みながら新聞を読む。⑥ 5時ごろにな

ると，おじいちゃん，おばあちゃんと徐ねえさ

んがその日の夕飯について検討し始める。⑦こ

の検討は毎日必ず行われ，それにおじいちゃん

とおばあちゃんは言うまでもなく，徐ねえさん

も，この課題に対していつも興味津々である。

⑧しかし出される結論は大体同じである。⑨

「今晩はね，お米のご飯にしよう。おかずはね，

肉か魚を一品と，肉の入った野菜料理を一品，

野菜料理を二品にして，スープは今日はやめに

しておこう」とか，「今日はスープを作ろう」と
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か。⑩検討が終わると，徐ねえさんは台所に入

り，30 分間なべを軽快に響かせたあと，きまっ

て台所から出てきて，「私ってバカですわ，お二

人に聞き忘れてしまいました，肉入りの野菜料

理の肉は，薄切りにしますか，それとも細切り

にしますか？」と，おじいちゃんとおばあちゃ

んに聞くのだった。⑪「これはこれは，確かに

重大な問題だ。」⑫おじいちゃんとおばあちゃ

んはお互いにチラッと見て目で合図し，「薄切

りにしよう」とか「細切りにしよう」と言う。

⑬そしておじいちゃんとおばあちゃんの意向は

徐ねえさんによって円満に貫徹される。

解説と鑑賞⑵

☆このパラグラフでは，この家族の数十年来変

わらない一日の行動が説明されている。その

行動の規則正しさは，具体的な時間を示して，

時間経過順に表現されている。

①（文化）：朝食のメニューについて

・‘烤馒头片’＝‘馒头（饅頭）’は，小麦粉に水

を加えて練って発酵させ，それを拳大に丸く

固めたて蒸したもの。それを 1センチくらい

に薄く切って両面を焼いたのが‘烤馒头片’

である。

・‘大米稀饭’＝米のお粥。

・‘腌大头菜’＝キャベツの一夜漬。キャベツの

ことを北方では‘大头菜’，南方では‘巻心菜’

と言う。

以上が朝食のメニューであるが，これらはご

く普通の朝食である。

③（社会）：‘街道委员会’と‘值勤’

‘街道委员会（街道委員会）’とは，都市にお

ける行政の最末端機関である。この委員会の委

員はすべて公務員で，役所が委員を選んで決め

る。しかし共産党員とは限らない。仕事の内容

は，各種証明書の発行などの他に，‘居民委员会

（居民委員会）’を指導する仕事もしており，言

うなれば，地域住民の管理・監視役である。

また‘居民委员会（居民委員会）’とは，都市

部において 500 戸から 800 戸毎に設置され，住

民の間のもめ事の調整や，社会の治安維持の役

目を果たしており，建前上は行政から独立した

住民の自治組織である。

‘值勤’とは，部隊，治安，交通関係の要員が

当番制で見張りの勤務をすることを言い，‘街

道委员会’の勤務も当番制で行われている。た

だし，ここでは「おじいちゃん」はすでに定年

退職しているので，‘街道委员会（街道委員会）’

の委員ではなく，その手伝いをしているという

ことになる。

④-1（文化）：‘炸酱面’

‘炸酱面（＝ジャージャー麺）’は，中華鍋に

油をしいて味噌を炒めて味付けし，それをゆで

た乾麺にかけた料理で，この時代，味噌の中に

挽肉を入れるのは裕福な家庭である。

④-2（社会）：昼食について

当時の中国では，みな自分の家の近くの学校

に通っていたので，多くは自宅に帰って昼食を

とった。

⑥と⑦（表現）：‘研究’

ここで食事のメニューを相談するのに‘研究’

という動詞が使われている。この動詞は大切な

ことを真剣に考えているときに用る。このこと

から，この大家族にとって，毎日食事のメニュー

を検討することがいかに大切な問題であったか

ということが理解できる。

⑦（表現）：‘兴致勃勃’

これは，非常に興味を感じ，興味津津の状態

を形容した四字成語である。
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⑨-1（文化 1）：‘致傾（お米のご飯）’

夕食にわざわざ‘致傾（お米のご飯）’を食べ

ると言っているのは，中国では，日本と違って，

中国全土が米が主食というわけではないからで

ある。中国では通常，長江を分岐点として，そ

の北側を‘北方’，その南側を‘南方’というよ

うに分ける。そして‘北方’は降雨量が少なく，

米の生育に適さない気候なので，小麦を主食と

している。一方‘南方’は降雨量が多く，米の

生育に適しているので，米が主食である。ここ

では「今晩は小麦粉を使ったものを主食とする

のではなく，お米のご飯にしよう」と言ってい

るのである。

⑨-2（文化 2）：夕食のおかず

一般的な夕食のおかず（＝‘荤素’）の種類は

次のようなものである。

・‘一荤’＝肉か魚の料理が一品

・‘半荤半素’＝肉か魚の入った野菜料理が一品

・‘两素’＝肉や魚の入っていない料理が二品

これらにさらに‘汤（湯＝スープ）’がプラス

されることもある。

⑩（表現）：‘劈里啪啦（pīlīpālā）’

「ピリパラ」というのは擬音語で，ここでは中

華鍋で炒め物を作っているときに出る音を表現

している。ちなみに中国語の擬音語は日本語ほ

ど豊富ではない。

本文⑶

①大家满意。②首先是爷爷满意。③爷爷年轻

时候受过许多苦。④他常常说：“顿顿吃饱饭，穿

囫囵衣裳，家里有一切该有的东西，而又子孙团

聚，身体健康，这是过去财主东家也不敢想的日

子。你们哪，可别太狂妄了啊，你们哪里知道挨

饿是啥滋味？”⑤然后爸爸妈妈叔叔婶婶都声明

说，他们没忘记挨饿的滋味。⑥饿起来腹腔胸腔

一抽一抽的，脑袋一坠一坠的，腿肚子一沉一沉

的，据他们说饿极了正像吃得过多了一样，哇哇

地想呕吐。⑦我们全家，以爷爷奶奶为首，都是

知足常乐哲学的身体力行者与现今体制的忠实支

持者。

⑧这几年情况突然发生了变化。⑨新风新潮不

断涌来。⑩短短几年，家里突然有了彩电、冰箱、

洗衣机。⑪而且儿子说话里常常出现英文词儿，

爷爷很开明开放，每天下午午睡后从报纸上、晚

饭后从广播和电视里吸收新名词新观念。⑫他常

征询大家的意见：“看咱们家的生活有什么需要

改革改善的没有？”

日本語表現⑶

①みんな満足している。②まずはおじいちゃ

んが満足している。③おじいちゃんは若いころ

大変苦労した。④おじいちゃんはいつもこう

言っている。「毎食腹一杯ご飯を食べ，そこそ

この服を着て，家の中にはあるべきものがすべ

てあり，そして家族が揃い，健康であること，

これは昔は地主でさえも考えられなかった暮ら

しだ。お前たちはなあ，高望みしちゃいけない

ぞ，お前たちは飢えるということがどういうこ

となのか知っているのか？ 知らないだろう。」

⑤続いておとうさん，おかあさん，叔父さん，

叔母さんも，自分たちは飢えのことを忘れてい

ない，と明言した。⑥お腹がすくと，腹腔と胸

腔は繰り返し縮まり，気力がなくなって頭が垂

れ下がり，足に力が入らなかったりする。彼ら

によると，お腹がすきすぎるのはちょうど食べ

すぎるのと同じで，ワーワーッと吐きたくなる

のだそうだ。⑦我が家はみな，おじいちゃんお

ばあちゃんを頭とし，「足るを知りて常に楽し」

の哲学の実行者であり，現体制の忠実な支持者

である。⑧ここ数年，情況が突然変わりはじめ

た。⑨新しい時代の流行が絶えず起こった。⑩

たった数年の間に，家には突然，カラーテレビ

や冷蔵庫，洗濯機が現れた。⑪その上，息子の

話の中にはよく英語の単語が出るようになった
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し，おじいちゃんは物分りがよく開放的で，毎

日昼寝のあとは新聞から，夕飯のあとはラジオ

とテレビから新しい単語や新しい考えを吸収し

た。⑫おじいちゃんはまたよく家族みんなに意

見を求めた：「うちの生活には何か改革改善す

るべきところがあるだろうか？」

解説と鑑賞⑶

☆第 1パラグラフでは，おじいちゃんとおばあ

ちゃんを頂点とするこの家族の精神面での基

本的な姿勢と考えが述べられている。

③（歴史）：中国近現代史

‘爷爷年轻时候受过许多苦（おじいちゃんは

若いころ大変苦労した）’と言っている。現在

88 歳のおじいちゃんは 1900 年くらいの生まれ

である。これは中国の歴史でいえば，清朝末期

の時代であり，おじいちゃんの過ごした時代と

は，中華民国成立（1912 年）→日中戦争（1937

年）→国共内戦（1945 年）→中華人民共和国成

立（1949 年）という，激動期と言うことになる。

④（社会）：‘财主’と‘东家’

ここでは‘财主’と‘东家’は同じ人々を指

している。中華人民共和国成立以前の農村で

は，小作人が地主のことを‘东家’と呼んだ。

つまり‘东家’は使用人の主人に対する呼び方

であり，‘东家’＝‘财主（＝金持ち，資産家）’

だった。

⑤（歴史）：中国近現代史

この家族の中のおとうさん（‘爸爸’―63 歳）

とおかあさん（‘妈妈’―64 歳）と叔父さん（‘叔

叔’―61 歳）と叔母さん（‘婶婶’―57 歳）はみ

な 1920 年代から 30 年代初めの生まれで，中国

建国前の混乱期に成長期を過ごしており，「飢

え」を知っている世代である。

⑥-1（修辞）：‘排比’

ここでは同じ表現形式を 3 回以上繰り返す

‘排比’という手法が用いられており，下記が

それである。

� 腹腔胸腔 一抽一抽的＝‘腹腔胸腔’＋

「‘一’＋動詞 1＋‘一’＋動詞 1」＋‘的’

� 脑袋 一坠一坠的＝‘脑袋’ ＋

「‘一’＋動詞 2＋‘一’＋動詞 2」＋‘的’

� 腿肚子 一沉一沉的＝‘腿肚子’ ＋

「‘一’＋動詞 3＋‘一’＋動詞 3」＋‘的’

お腹がすいた状態について，「‘一’＋動詞 n

＋‘一’＋動詞 n」という表現を 3回繰り返して

描写している。この「‘一’＋動詞 n＋‘一’＋動

詞 n」という表現は，その行為が 1度だけでは

ないということを表現している。

⑥-2（表現）：‘哇哇（wāwā）’

「ワーワー」というのは擬態語で，ここでは吐

き気を催す様子を表現している。ちなみに中国

語の擬態語は日本語ほど豊富ではない。

⑦（表現）：‘知足常乐’と‘身体力行’

‘知足常乐’は四字成語で，「満足ということ

を知っている人はいつも楽しい」という意味で

ある。この四字成語は『老子』の四十六章にも

見られる。

‘身体力行’も四字成語で，「口先で主張する

だけでなく，自ら体験して，それを実行する」

という意味である。

☆第 2パラグラフでは，数年間の間に急激に変

化した生活の状況が描写されている。

⑩（社会）：‘彩电’、‘冰箱’、‘洗衣机’

‘彩电（カラーテレビ）’や‘冰箱（冷蔵庫）’

や‘洗衣机（洗濯機）’などの家電製品は，中国

では 80 年代中ごろから都市部の家庭に普及し
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始めた。

⑫-1（表現 1）：‘征询’

‘征询’という動詞は，公的に意見を求めると

いう場合に用いられる。例えば‘老师征询同学

们的意见（先生が学生に意見を求める）’とか‘领

导征询大家的意见（指導幹部がみんなに意見を

求める）’という使い方をし，通常は一般家庭内

で家族の意見を言い合うときに用いる表現では

ない。

⑫-2（表現 2）：‘改革改善’

‘改革改善’という表現は，⑪でおじいちゃん

を‘开明开放（開明開放）’と形容しているのと

合わせて，1978 年に鄧小平によって提唱された

‘改革开放（改革開放＝社会主義計画経済から

市場経済にシフトしていく政策）’を意識した

表現である。

本文⑷

①大家都说没有，徐姐更是说，但愿这样的日

子一代一代传下去，天天如此，年年如此，世世

代代，永远如此。②我儿子于是提了一个建议，

提议以前挤了半天眼睛，好像眼睛里爬进了毛毛

虫。③他建议，买个收录机。④爷爷从善如流，

批准了。⑤家里又增添了红灯牌立体声收录机。

⑥刚买时很高兴，你讲一段话，他唱一段戏，你

学个猫叫，她念一段报纸，录下来然后放出音来，

自己与家人共同欣赏欢呼鼓掌，认为收录机真是

个好东西，认为爷爷的父辈祖辈不知收录机为何

物，实在令人叹息。⑦两天以后就降了温。⑧买

几个“盒儿带”来，唱的还不如收音机电视机里

放送的好。⑨于是，收录机放在一边接土蒙尘。

⑩大家便认识到，新技术新器物毕竟作用极为局

限，远远不如家庭的和谐与秩序更重要。⑪不如

老传统更耐用――还是“话匣子”好哇！

日本語表現⑷

①みんなは無いと言い，徐ねえさんはその上

に，毎日，毎年，代々，永遠にこのような日々

が続いて欲しいと付け加えた。②そこで息子が

1 つの提案をした。その前に息子は何度も目を

こすり，それはまるで目の中に毛虫がいるよう

だった。③息子はテープレコーダーを買うこと

を提案した。④おじいちゃんはこの良い提案を

聞き入れ，許可した。⑤家にはまた紅灯印の

テープレコーダーが加わった。⑥買ったばかり

の時はみんな喜んで，話をしたり，劇の歌を歌っ

たり，猫の鳴き声をまねしたり，新聞を朗読し

たりして録音した。またそれを再生し，家族で

歓声を上げたり，拍手したりして楽しんだ。

テープレコーダーは本当にすばらしいものだ，

おじいちゃんの親の世代や先祖たちがテープレ

コーダーが何ものかを知らないのは実に残念な

ことだと思った。⑦数日後，その熱は冷めた。

⑧カセットテープをいくつか買ってきて，その

歌を聞いたが，ラジオやテレビの放送の方が

ずっといい。⑨そこでテープレコーダーはそこ

ら辺に放置し，ほこりを被ることになる。⑩新

技術や新製品というようなものは結局のとこ

ろ，その機能には限界があり，家庭の睦まじさ

や秩序の方が遥かに大事であると，みんなは思

うようになった。⑪古い伝統的なものの方が

もっと長く使える。――やっぱり「ラジオ」が

いい！

解説と鑑賞⑷

①-1（修辞）：‘天天如此，年年如此，世世代代，

永远如此’

この表現形式は‘排比’という修辞法である。

まず，4文字表現が 4回繰り返され，‘○○如此’

という表現が 3 回繰り返されている。そして

‘○○如此’は，ただ同じ形式を繰り返してい

るだけでなく，それは‘天天（毎日毎日）’→‘年

年（毎年毎年）’→‘世世代代（代々）’→‘永
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远（永遠）’というように，時間的に範囲が広く

なっていくように表現されている。

④-1（表現 1）：‘从善如流’

これは四字成語で，「水が高いところから低

いところへ流れるように，善に従い，他人のよ

い意見を受け入れる」という意味である。この

四字成語は，『春秋左氏傳』（孔子が魯の国の記

録を筆削した史書である『春秋』の注釈書）の

「成公八年」に見られる。

④-2（表現 2）：‘批准’

‘批准’とは権限のある人の許可，あるいは公

的な許可を意味する。ここではこの語彙を用い

ることによって，この家族においては‘勵勵（お

じいちゃん）’が権限を持っていることを示し

ている。

⑥（修辞）：‘对偶’

ここではこの家族がテープレコーダーを喜ん

で使っている様子が，‘对偶（対句）’という手

法で描かれている。それをまとめると，以下の

ようになる。

動作主 ＋ 動詞 ＋ 類別詞 ＋ 名詞

� 你 讲 一段 话

� 他 唱 一段 戏

� 你 学 个 猫叫

� 她 念 一段 报纸

�と�，�と�がそれぞれペアとなる対句と

して表現されている。‘对偶’は文字数が同じ

で，その構造も同じ，音韻的にも調和のとれた

美しさと耳障りのよさを求める表現である。特

に古典詩においては，韻を踏んでいるというの

が絶対条件だったが，現代ではその点について

は緩和されている。

⑦（表現）：‘两天以后’

‘两天以后’は「二日後」という意味ではなく，

「数日後」という意味である。‘两’は概数表現

として用いられることが多くあり，例えば‘你

喝两杯！’は日本語では「まあ一杯どうぞ！」，

‘你说两句话！’は「一言どうぞ！」であり，

‘这两年’は「ここ数年」である。

⑪（表現）：‘话匣子’

これはラジオの古い言い方で，現在では若い

人はあまり使わない。通常ラジオのことは‘辺

咄字’と言う。ただし，おしゃべりな人のこと

を現在でもこの語彙を用いて，‘他的话匣子又

打开了（あの人がまたしゃべりだした）’などと

言ったりする。

本文⑸

①那一年决定取消午睡，中午只休息四十分钟

―― 一小时，很使全家骚动了一阵子。②先说是

各单位免费供应午餐，令我们既喜且忧。③喜的

是白吃饭。④忧的是不习惯，果然，吃了两天就

纷纷反映上火，拉不出屎来，没有几天宣布免费

供应的午餐取消，叫人迷惑。⑤这可怎么办呢？

⑥爷爷教育我们处处要带头按政府指的道儿走，

于是又买饭盒又带饭，闹腾了一阵子。⑦徐姐也

害得失眠、牙疼、长针眼、心律不齐。⑧不久，

各机关自动把午休时间延长了。⑨有的虽不明令

延长却也自动推后了下午上班时间，但没有推后

下班时间。⑩我们家又恢复了中午的炸酱面。⑪

徐姐的眼睛不再起包儿，牙齿不再上火，睡觉按

时始终，心脏每分钟七十――八十次有规律地跳。

日本語表現⑸

①その年，昼寝が取り消されることになり，

昼休みがたったの 40 分から 1 時間ぐらいに短

縮されて，しばらくの間，生活のリズムが狂っ

てしまった。②最初，各職場で昼ごはんが無料

で提供されることになり，我々はうれしくもあ
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り心配でもあった。③うれしかったのはただで

ご飯が食べられることである。④心配だったの

はそれに慣れていないことで，果たして二，三

日後，次々に口内炎や吹き出物の症状が出たり，

便秘になったりして，何日もしないうちに昼飯

の無料提供が取り消され，みんなは戸惑った。

⑤どうしたらいいんだろう？⑥おじいちゃんは

いつも私たちに，すべて他の模範となって政府

の示した通りに進むよう教育した。そこで弁当

箱を買ったり，弁当を持って行ったりして，し

ばらく騒ぎとなった。⑦徐ねえさんもおかげで

眠れなくなったり，歯が痛くなったり，目にで

きものができたり，不整脈を患ったりした。⑧

ほどなく各職場では自動的に昼休みの時間が延

長されるようになった。⑨延長することを公文

書で明示したりしていないにもかかわらず，自

動的に午後の仕事開始時間を遅らせた職場も

あったが，しかしこういう職場でも退社時間が

遅くなることはなかった。⑩我が家ではまたお

昼のジャージャー麺が復活した。⑪徐ねえさん

は目が二度と腫れ上がることはなく，歯が痛む

こともなく，いつもどおりに寝て起きて，心臓

も 1 分間に 70，80 回，規則正しく動くように

なった。

解説と鑑賞⑸

〇 80 年代初頭までの中国社会のシステム

ここではまず，このパラグラフの内容を理解

する手助けとして，80 年代初頭までの中国社会

のシステムについて説明する。

都市部と農村部では大きくシステムが異なっ

ているので，ここでは都市部のシステムに限定

して説明していく。

都市部においては各個人は‘单位’と呼ばれ

る組織に所属していた。これは勤務先のことで

あり，具体的には国営企業，政府機関などの職

場のことを‘单位’と呼び，すべて中国共産党

の指導下にあった。そしてそれは同時に人々に

とって生活共同体でもあった。例えば‘单位’

はその所属者の身元を証明するだけでなく，各

人は結婚，転職，転居，旅行などにおいて，す

べて‘单位’の発行する証明書や紹介状を必要

とした。また‘单位’は各人に給与を支給する

だけでなく，住宅の配分も決定した。さらにま

た国営大型企業などの大きな‘单位’では，そ

の敷地内に住宅があり，学校や病院，託児所な

ども経営していたため，‘单位’の敷地内で生活

のすべてが行われていた人も珍しくないという

状況であった。

①（社会）：昼寝の習慣について

80 年代当時まで，夏の暑い地方では昼休みに

昼寝をする習慣があり，長いところでは 3時間

ほど昼休みがあった。

②（社会）：昼食について

地域によって状況は異なるが，80 年代まで

は，自宅と職場が近かった人は，各自が自宅に

帰って食事を取り，そのあと昼寝をして，また

職場に戻るという勤務形態もあった。

④（表現）：‘上火’

東洋医学の専門用語である。のぼせや便秘，

口内炎，歯痛など，ストレスの結果出てくる症

状をすべて‘上火’と言う。

⑥（社会）：食事習慣について

中国では，暖かい食べ物を冷めてしまった状

態で食べる習慣はなく，冷めた場合には必ず暖

めて食べる。特に北方ではこのような習慣は顕

著で，各職場にはお弁当を暖める場所がある。

従って，日本のように朝作ったものを弁当とし

て持って行って，それを冷めた状態で食べると

いう習慣はない。
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本文⑹

①新风日劲、新潮日猛，万物动观皆自得，人

间正道是沧桑。②在兹四面反思含悲厌旧，八方

涌起怀梦维新之际连过去把我们树成标兵模范样

板的亲朋好友也启发我们要变动変动，似乎是在

广州要不干脆是在香港乃至美国出现了新的样

板。③于是爷爷首先提出，由元首制改行内阁制

度，由他提名，家庭全体会议（包括徐姐，也是

有发言权的列席代表）通过，由正式成员们轮流

执政。④除徐姐外都赞成，于是首先委托爸爸主

持家政，并议决由他来进行膳食维新。

⑤爸爸一辈子在家内是吃现成饭，做现成活（即

分派给他的活）。⑥这回由他负责主持做饭大业，

他很不好意思也很为难。⑦遇到买什么样的茶叶

做不做汤吃肉片还是肉丝这样的大事，一概去问

爷爷。⑧他不论说什么话做什么事，都习惯于打

出爷爷的旗号。⑨“老爷子说了，蚊香要买防虫

菊牌的”，“老爷子说了，洗碗不要用洗涤剂了，那

化学的玩艺儿兴许有毒。还是温水加碱面，又节

省，又干净。”

日本語表現⑹

①新風が日増しに強まり，新しい潮流が日増

しに押し寄せてくる。万物は動観すればみな自

適するが，人の世の正道は世の移り変わりであ

る。②この世の中が過去を反省して哀れみなが

ら古いものを嫌い，夢を抱いて維新を興そうと

する時に，これまで私たちを模範や手本として

きた親友までもが，私たちが変わるよう働きか

けてくる。広州，ひいては香港，ないしはアメ

リカのどこかに新しい手本が現れたようであ

る。③そこでおじいちゃんはまず，君主制を内

閣制度に改めるよう提案した。おじいちゃんが

候補者の名前を挙げ，家族会議（徐ねえさんも

発言権のある列席代表である）を通して，家族

の正式メンバーが順番に政権を執ることになっ

た。④徐ねえさんを除いて，家族全員賛成だっ

た。そこでまずおとうさんに家の運営を委託

し，あわせておとうさんが食事改革を行うよう

に採択した。

⑤おとうさんはこれまでずっと家で作っても

らったご飯を食べ，割り当てられた仕事をして

きた。⑥今回自分が食事の世話をするという大

事業を取り仕切る責任を負うことになって，大

変申し訳なく思い，困惑してしまった。⑦とり

わけどんなお茶を買うのか，スープを作るのか

作らないのか，肉はこま切れにするのか細切り

にするのかというような重大なことは，全部お

じいちゃんに聞くことにした。⑧彼はどんな話

をしても，何をするにしても，すべておじいちゃ

んの名義を借りて行った。⑨「蚊取り線香は防

虫菊マークにするとおじいちゃんが言った」と

か，「食器洗いには洗浄剤を使わないように。

ああいう化学的なものは有毒かも知れない，や

はりお湯に重曹を入れればお金が節約できる

し，きれいだとおじいちゃんが言った」という

具合である。

解説と鑑賞⑹

①（修辞）：2組の‘对偶’

ここでは下記の 2組の‘对偶’表現が用いら

れている。

� 新风日劲、新潮日猛

� 万物动观皆自得，人间正道是沧桑

‘对偶’とは，文字数が同じ対句表現のことで

ある。

�は‘风潮’という言葉を核として，これを

上の句の‘新风’と下の句の‘新潮’の二語で

表現している。この対句は 80 年代の社会情勢

の変化を表現している。

�の上の句である‘万物动观皆自得’は，明

代の朱子学者である程顥の七言律詩「偶成」が

出典であり，以下がこの詩の全文である。

閑来無事不從容、睡覚東窗日已紅。

万物静観皆自得、四時佳興与人同。

道通天地有形外、思入風雲変態中。
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富貴不淫貧賤樂、男児到此是豪雄。

王蒙はこの七言律詩の‘万物静観皆自得（万

物は静観してみな自適する）’という句を‘万物

动观皆自得（万物は動観してみな自適する）’と

書き換えている。

下の句の‘人间正道是沧桑’は毛沢東が 1949

年 4 月に作った七言律詩「人民解放军站领南京

（人民解放軍が南京を占領した）」の最後の部

分で，以下がこの詩の全文である。

钟山风雨起苍黄，百万雄师过大江。

虎距龙盘今胜昔，天翻地覆慨而慷。

宜将剩勇追穷寇，不可沽名学霸王。

天若有情天亦老，人间正道是沧桑。

毛沢東のこの詩は現在の中国でも 40 代以上

の人なら誰でも知っている詩である。

②-1（修辞）：‘对偶’

ここでも‘四面反思含悲厌旧’と‘八方涌起

怀梦维新’の‘对偶’表現が用いられている。

これは慣用句の‘四面八方（四方八方）’をベー

スとして，上の句（‘四面反思含悲厌旧’）と下

の句（‘八方涌起怀梦维新’）が作られている。

②-2（表現）：‘标兵’，‘模范’，‘样板’

‘标兵’＝軍隊での模範兵士のこと。

‘模范’＝模範という意味。

‘样板’＝手本や模範という意味。

これらはどれも文化大革命当時よく用いられ

た表現である。

②-3（社会）：

広州は香港に近いので，80 年代当時は外国の

ものが最初に入ってきた，中国で最も進んだ地

域であった。また香港は当時まだイギリス領で

あり，やはり進んだ地域であった。そしてアメ

リカは 80 年代にやっと留学できるようになっ

た憧れの地であった。

⑤（表現）：‘分派’について

‘分派’とは「割り当てる」という意味で，通

常は公的な仕事の場合に用いる表現であり，家

庭内の仕事の分担についてこのような表現は用

いない。

⑧（表現）：‘旗号’について

‘旗号’とは，旧中国で軍隊の名称や将軍の名

前を記した旗のことであり，そこから転じて「名

義」とか「看板」という意味に用いられる。こ

こで用いられている‘打旗号’とは，「旗印を掲

げてよくないことをたくらむ」という意味であ

る。

本文⑺

①这样一来就增加了麻烦。②徐姐遇事问爸

爸，爸爸不做主，再去问爷爷，问完爷爷再一口

一个老爷子说地向徐姐传话，还不如直接去问爷

爷便当。③直接去问爷爷吧，又怕爸爸挑眼而爷

爷嫌烦，爷爷嫌烦也是真的，几次对爸爸说：“这

些事你做主嘛，不要再来问我了”。④于是爸爸

告诉徐姐：“老爷子说了，让我做主，老爷子说了，

不让我再问他。”

⑤叔叔和婶婶有些窃窃私语。⑥说了些什么，

不知道。⑦但很可能是既不满于爸爸的无能，又

怀疑爸爸是不是拉大旗，假传圣旨，也不满于爷

爷的不放手，同样不满于徐姐的啰嗦，乃至

不满于大家为何同意了实行内阁制与通过了爸

爸这样的内阁人选。

⑧爷爷有所觉察，好好地开导了一次爸爸，说

明下放权力是大趋势。⑨爸爸无奈，答应不再动

辄以爷爷的名义行事。⑩爸爸也来了一个下放权

力，明确做不做汤与肉片肉丝之间的选择权全由

徐姐决定。

日本語表現⑺

①こうなると手間が増えた。②徐ねえさんは

何かあればおとうさんに聞くが，おとうさんは
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自分一人で決められないから，またおじいちゃ

んに聞く。聞いたあと，またいちいち「おじい

ちゃんがなになにと言った」と徐ねえさんに伝

るような具合だったので，むしろ直接おじい

ちゃんに聞いたほうがいい。③しかし直接おじ

いちゃんに聞いたら，おとうさんが文句を言い，

おじいちゃんが面倒だと嫌がるのではないかと

心配する。おじいちゃんが面倒だと思うのも当

然のことで，すでに何度もおとうさんにこう

言った：「そんなことは自分で決めなさい。も

うこれ以上私に聞かなくてもいい。」④そこで

おとうさんは徐ねえさんに，「お前が自分で決

めなさいとおじいちゃんが言った。」とか，「も

う聞きに来なくていいとおじいちゃんが言っ

た。」と言った。

⑤叔父さんと叔母さんがちょっとひそひそ話

をしていた。⑥何を話していたのかは知らな

い。⑦しかしきっとおとうさんの無能さに不満

であり，おじいちゃんの旗を振りかざして，偽

の至上命令を伝えるのではないかと疑っている

にちがいない。またおじいちゃんが権力を手放

さないことにも不満であり，同じように徐ねえ

さんのくどくどと言うのにも不満である。さら

にみんながどうして内閣制を実行することに同

意したのか，どうしておとうさんのような人を

内閣の候補者とすることが通ったのか不満で

あったにちがいない。

⑧おじいちゃんはそれに気が付いておとうさ

んにしっかりと話をし，権力を下の者に譲るの

は時代の趨勢だと説明した。⑨おとうさんは仕

方なく，おじいちゃんの名義を借りて事を運ば

ないように承知した。⑩おとうさんも自ら進ん

で権力委譲し，スープを作るかどうか，肉をこ

ま切れにするか細切りにするかというような選

択は，すべて徐ねえさんに任せることにした。

解説と鑑賞⑺

⑦（修辞）：‘排比’

ここでは‘不满于∼（∼が不満である）’とい

う表現が 4回くり返されている。そしてここで

は副詞によってだんだんと「不満」の度合いが

高まっていく‘层递式（漸増法）’が用いられて

いる。

� 不满于 ∼ ∼に不満だ。

� 也 不满于 ∼ また∼に不満だ。

� 同样 不满于 ∼ 同様に∼に不満だ。

� 乃至 不满于 ∼ さらに∼に不満だ。

「不満」というものは口にして言うと，だんだ

んと大きくなっていくものであり，そのことが

このレトリックの手法によって表現されてい

る。

⑩（表現）：動作者の積極性を表現する‘栖’

‘爸爸也来了一个下放权利’の中の‘来’は，

おとうさんが積極的に権力を委譲したという態

度を表している。

本文⑻

①徐姐不答应。②我怎么做得了主啊，她垂泪

垂涕辞谢，惶恐得少吃了一顿饭。③但大家都鼓

励她：“你在我们家做了这么多年了，你应该有职

有权嘛！ 你管起来吧，我们支持你！ 你想买

什么就买什么，你想做什么就做什么，你给什么

我们就吃什么，我们信任你！”

④徐姐终于破涕为笑，感谢家人对她的抬举。

⑤一切照旧，但人们实际上都渐渐挑剔起来。⑥

都知道这饭是徐姐一手操办的，没有尚方宝剑为

来历为依据，从下意识的不敬开始演变出上意识

的不满意。⑦首先是我的儿子，接着是堂妹堂妹

夫，然后是我妻子和我，开始散播一些讽刺话。

⑧“我们的饭是四十年一贯制，快成了文物啦！”

⑨“因循守旧，墨守成规，凝固僵化，不思进取！”

⑩“我们家的生活是落后于时代的典型”⑪“徐姐

的局限性太大嘛，文化素质太低嘛！人倒是好，

就是水平太低！ 想不到我们家八十年代过着徐
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姐水平的生活！”

日本語表現⑻

①それを徐ねえさんは承知しない。②「私が

決めるわけにはいかない」と，涙を流しながら

断り，不安に怯えて 1回だけ食事の回数が減っ

た。③しかしみんなは彼女を励ましてこう言っ

た。「徐ねえさんはこの家でこんなに長く家事

をやってきてくれたんだから，地位も権利も

あって当然ですよ！ やって下さい。私たちが

支持しますから！ 買いたいものを買い，作り

たいものを作り，徐ねえさんが作ってくれたも

のは何でも食べます，私たちは徐ねえさんを信

任します！」

④徐ねえさんはついに笑顔をみせ，みんなが

自分を引き立ててくれたことに感謝した。⑤そ

してすべてが元通りに行われたが，実際にはみ

んなはしだいにケチをつけるようになった。⑥

この料理はすべて徐ねえさんが一人で切り盛り

し，おじいちゃんの後ろ盾がないということを

みんなは知っているので，無意識の不敬から，

意識的な不満へと変化していった。⑦まず息子

が，続いて従妹と従妹の夫が，それから妻と私

が，嫌みを言いふらし始めた。⑧「私たちの食

事は 40 年一貫制で，もうじき文化財になる

さ！」⑨「旧習を踏襲し，古いしきたりに固執

し，凝固し膠着し，進取を思わない。」⑩「我が

家の生活は時代遅れの典型だ！」⑪「徐ねえさ

んの視野は狭すぎるし，教養もない！ いい人

だけどレベルが低すぎる！ 80 年代なのに我

が家が徐ねえさんのレベルの生活をしているな

んて考えられないよ！」

解説と鑑賞⑻

③（修辞）：‘排比’

ここでは繰り返しの手法である‘排比’が，

「疑問詞（‘什么’）の不定代名詞的用法」を 3

回繰り返すことによって表現されています。

� 你想买什么就买什么

� 你想做什么就做什么

� 你给什么我们就吃什么

まず�で食材を買い（‘买’），その次に�でそ

れを調理し（‘做’），最後に�でそれを食べる

（‘吃’）というように，動作行為が行われる順

番に表現されている。このような関係を表現す

る手法は‘递进式（漸進法）’と呼ばれている。

④（表現）：‘破涕为笑’

‘破涕为笑’は四字成語である。‘涕’は涙の

ことで，「泣いた後で悲しみから喜びに変わり，

笑顔が見える」ということを言っている。この

四字成語は晋の劉琨の「答盧諶書」（『藝文類聚

（26）』）や唐の李白の『李太白集二七・「秋於敬

亭送從侄耑遊廬山序」』，清代中期に呉敬梓に

よって書かれた白話長編小説である『儒林外史

（第 10 回）』などに見られる。

⑥（表現）：‘尚方宝剑’

‘尚方宝剑’とは皇帝から賜った御物の宝剣

で，これを賜った大臣や武将は，自由裁量の権

限を授かる。この四字成語は『漢書（朱雲傳）』

にも見られる。

⑨-1（修辞と表現）：‘因循守旧’と‘墨守成规’，

‘凝固僵化’と‘不思进取’

‘因循守旧’と‘墨守成规’は共に四字成語で

あり，‘对偶（対句）’表現である。

‘因循守旧’とは，「古いしきたりを踏襲して

改めない」ということを意味している。この四

字成語は清末の政治家である康有為の『上清帝

第五書』にも見られ，そこには‘如再徘徊 疑，

苟且度日，因循守旧，座失事機，則外患内江，

間不容發。’とある。

‘墨守成规’とは，「既成のきまりを堅く守っ

て変えようとしない」ということを意味してい

る。墨守’とは，戦国時代に墨子が城を守った
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ことにより，「善く守る」という意味を表す。

また‘凝固僵化’と‘不思进取’も四音節で

表現され，これも‘对偶（対句）’表現となって

いる。

本文⑼

①徐姐浑然不觉，反倒露出了些踌躇志满的苗

头。②她开始按照她的意思进行某些变革了。③

首先把早饭里的两碟腌大头菜改为一碟分两碟

装，把卤菜上点香油变成无油，把中午的炸酱由

小碗肉丁干炸改为水炸，把平均两天喝一次汤

改为七天才喝一次汤，把蛋花汤改为酱油葱花

做的最简陋的“高汤”。④她省下了伙食钱，买了

些人参蜂王精送到爷爷屋里，勒我们的裤带向爷

爷效忠，令我们敢怒而不敢言。⑤尤其可恶的是，

儿子汇报说，做完高汤，她经常自己先盛出一碗

葱花最多最鲜最香的来，在大家用饭以前先饮为

快。⑥还有一次，她一面切菜一面在厨房里磕瓜

子吃，儿子说，她一定是贪污了伙食费。⑦“权力

就是腐蚀，一分权力就是一分腐蚀，百分之百的

权力就是百分之百的腐蚀”，儿子振振有词地宣

讲着他的新观念。

⑧父亲以下的人未表示态度。⑨儿子受到这种

沉默鼓舞，便在一次徐姐又先喝高汤的时刻向徐

姐发起了猛攻：⑩“够了，你这套低水平的饭！

自己还先挑葱花儿！ 从明天起我管，我要让大

家过现代化的生活！”

⑪虽然徐姐哭哭闹闹，众人却没说什么。⑫大

家觉得让儿子管管也好，他年轻，有干劲，有想

法，又脱颖而出，符合成才规律。⑬当然，包括

我在内，还是多方抚慰了徐姐：⑭“你在我们家做

饭四十年，成绩是主要的，谁想抹杀也抹杀不了

的！”

日本語表現⑼

①徐ねえさんはそれには全然気づかず，か

えってやる気満々のように見えた。②彼女は自

分の思うとおりに改革し始めた。③まず朝食の

2皿のキャベツの漬物を 1 皿分で 2 皿に分ける

ように改め，肉の醤油漬けにかけるゴマ油を無

しにし，昼食のひき肉の味噌炒めを油なしの水

煮に改め，平均 2日に 1回飲んでいたスープを

7 日に 1 回に改め，卵入りスープを醤油とネギ

だけで作る最も粗末な「高級スープ」に改めた。

④彼女は節約した食費で朝鮮人参入りロイヤル

ゼリーを買っておじいちゃんに贈った。私たち

の食費を節約しておじいちゃんに忠誠を尽くす

ことに対して，私たちは怒りを感じるが文句は

言えない。⑤特にひどいのは，息子の報告によ

れば，彼女は「高級スープ」を作ったあとで，

いつも自分が先に刻みネギが最も多い最もおい

しい最も香りのよいところを盛り付け，みんな

がご飯を食べる前に飲んでしまうことだ。⑥さ

らに彼女は料理を作りながら台所でひまわりの

種を食べたりしていたこともあり，息子は，彼

女はきっと食費を横領したに違いないと言っ

た。⑦「権力はすなわち腐敗であり，1 分の権

力はすなわち 1 分の腐敗であり，100 パーセン

トの権力はすなわち 100 パーセントの腐敗であ

る」と，息子は自分の新しい見解をもっともら

しくまくし立てて言い張った。

⑧父親より下の世代の人は何も言わなかっ

た。⑨息子はこのような沈黙の鼓舞を受け，徐

ねえさんがまたみんなより先に「高級スープ」

を飲もうとしているときに猛烈に攻撃した。⑩

「うんざりだよ，こんなレベルの低い食事！

それに自分がまた先にネギのところだけ取って

食べるなんて！ 明日から僕がやる，僕がみん

なに現代的な生活をさせてあげる！」

⑪徐ねえさんは泣き叫んだが，まわりは何も

言わなかった。⑫みんなは息子にやらせてもい

いと思った。彼は若いし，意欲があるし，自分

なりの考えも持っていて，また才能が溢れ出て

おり，その器量を十分に備えている。⑬当然，

私を含めて，みんなはやはりいろいろと徐ねえ

さんを慰めた。⑭「徐ねえさんは我が家で 40
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年間も家事をしてきました。その功績は何より

重要で，それを抹殺しようと思っても誰もでき

ませんよ！」

解説と鑑賞⑼

③-1（修辞）：‘把’構文を用いた‘排比’

ここでは，この家で 40 年間家事を担当して

いる‘徐姐（徐ねえさん）’の具体的な食事改革

の様子が，「‘把’構文」を 5回繰り返す‘排比’

という手法で表現されている。その内容は 1日

の朝食，昼食，夕食のすべての食事における改

革であり，5 回同じ表現を繰り返すことで，そ

の改革の徹底さを表現している。

� 把早饭里的两碟腌大头菜改为一碟分

两碟装，

� 把卤菜上点香油变成无油，

� 把中午的炸酱由小碗肉丁干炸改为水

炸，

� 把平均两天喝一次汤改为七天才喝一

次汤，

� 把蛋花汤改为酱油葱花做的最简陋的

“高汤”。

③-2（社会）：当時の食事内容

③の内容から，この時代の北方の都会の一般

家庭ではどの程度の食事内容であったかを垣間

見ることができる。

・朝食＝キャベツの漬物，肉の醤油漬け，マ

ントウ（あるいはお粥）

徐ねえさんは，キャベツの漬物を半分

の量にし，肉の醤油漬けにかけるごま

油を無しにした。

・昼食＝ジャージャー麺

徐ねえさんは，昼食でも油を節約する

ため，ひき肉を油で炒めずに水煮にし

た。

・夕食＝米のご飯（あるいはマントウ），肉か

魚の料理 1 品，野菜の入った肉料理 1

品，野菜料理 2品，2日に 1回の卵スー

プ。

徐ねえさんは，2 日に 1 回の卵スープを 7

日に 1回の醤油とネギのスープにした。

当時，食糧は配給制で，‘粮票’というキップ

が配布された。その他，例えば油には‘油票’，

肉には‘肉票’，卵には‘鸡蛋票’があり，それ

ぞれ 1ヶ月の 1 人あたりの配給量が決められて

いた。これは 1950 年代から 80 年代の終わりご

ろまで実施されていた制度で，このほかにも布

なども配給制で，‘布票’があった。

④-1（社会）：‘人参蜂王精’

当時の栄養食品といえば‘人参蜂王精（朝鮮

人参入りのロイヤルゼリー）’がその代表で，こ

れは非常に貴重な高級品だったので，贈り物と

して喜ばれた。

④-2（表現）：‘勒我们的裤带’

‘勒裤带（ズボンのベルトをしめる）’という

表現は，50 年代以降は「節約する」という意味

で使われるようになった。

⑥（社会）：‘瓜子’

‘徐姐（徐ねえさん）’が料理を作りながら食

べている‘瓜子’は，ひまわりやすいかやかぼ

ちゃなどの種のことである。一般庶民のおつま

みで，暇なとき，あるいはおしゃべりをしなが

らつまむものである。

⑦-1（修辞）：‘排比’

ここでは‘排比（くり返し）’の手法が用いら

れている。「名詞 1＋‘就是’＋名詞 2」（＝名詞 1

はつまり名詞 2である）という形の表現が 3回

くり返されており，この表現によって‘儿子（息

子）’が自分の新しい見解で‘徐姐（徐ねえさん）’

を批判している。

名詞1 ＋ ‘就是’＋名詞2
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� 权力 就是 腐蚀

� 一分权力 就是 一分腐蚀

� 百分之百的权力 就是 百分之百的腐蚀

これはただ単に同じ形式が 3回くり返されて

いるのではなく，�→�→�と進むにしたがっ

て，その内容はより詳細により具体的になって

いる。

⑦-2：‘振振有词’

‘振振有词’は四字成語で，「如何にも理由が

あるようにまくし立てる様子」を言っている。

この四字成語は魯迅の『準風月談・外国也有』

や老舎の『四世同堂』の中にも見られる。

⑫（表現）：‘脱颖而出’

‘脱颖而出’は四字成語で，「袋の中の錐の先

はすぐに袋を突き破って外に出る」という意味

であり，才能ある人は自然と頭角を現すという

ことのたとえである。この四字成語は『史記』

の「平原君虞卿列傳」などに見られる。
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